
１．

 

AflaStarTMM1Rを用いて、乳製品中（ヨーグルト）のアフラトキシンM1を特異的にクリーン

アップすることが可能
２．アフラトキシンM1はアフラトキシンB1の代謝物で乳中に検出される
３．HPLCの測定ではM1自身の蛍光を測定

■プロトコル

アフラトキシンM1（ヨーグルト）

登録番号

 

FTD010

イムノアフィニティカラムではアフラトキシンM1のみカラムに保持され、他の夾雑物は洗浄

 

により溶出される。

ヨーグルト

 

50

 

mL

ホモジナイズ後、3000×g、10min遠心

上澄みをろ過する

HPLC測定（蛍光）

AflaStarTM

 

M1R

洗浄

溶出

試料50

 

mLを注入

 

25℃

メタノール

 

3×0.5 mL

PBS

 

2×10

 

mL

乾固

定容 溶離液400

 

µLに溶かす

メタノール：水（60:40）50

 

mLを加える

遠心分離

ろ過

http://www.autoprep.jp/kosou/ouyou/ouyou_86.html

	スライド番号 1

